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1. デマンド交通導入に向けた議論
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（１）デマンド交通実証運行の背景と目的 (「第30回狛江市地域公共交通会議資料」より)

　①鉄道駅・主要路線バスへのアクセス補完

　②買物・通院等の日常生活移動の確保

　③既存交通では対応しにくい地域・時間帯への対応

　　　　　　　　　　　　・・・などが次の課題に

狭域＝北部地域・南部地域）で検証する理由

　・ バスの減便・廃便が発生

 　・ １時間当たりの運行回数が少ない

 　・ バスが通れない道路環境など



（２）交通ネットワークにおけるデマンド交通の位置づけ

『狛江市地域公共交通会議答申』「狛江市地域公共交通計画　骨子」　
５ページより（３）今回の実証の特徴

　①こまバス・路線バスの再編を見据えた、地域の移動手段を補完・代替する可能性を実証
　②利用者数や採算性に加えて、市民の移動需要・既存交通への影響などをデータとして取得し、役割分担や
　　市民の受容性を確認
　③実証結果を踏まえ、今後の公共交通体系の見直しや段階的なサービス改善など地域公共交通全体の最適化
　　につなげる

　幹の交通　：　鉄道、路線バス
　　不特定、大量輸送で鉄道駅間など拠点を結ぶ移動

　枝の交通　：　幹以外の路線バスなど
　　地域と鉄道駅間などの市内の拠点への移動

　葉の交通　：　こまバス、タクシーなど
　　地域内の移動を中心に枝から先への移動

　〇葉の交通における新たな交通としてデマンド
　　交通の有効性を検証
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２. デマンド交通本格運行に向けたロードマップ

【実証運行】6か月間 【実証運行の見直し】

令和8年10月～ 令和9年度 令和10年度

利用実績及び

収支等

デマンド交通実証運行事業は、路線バス・こまバスを含む”地域公共交通全体の最適化”を達成条件とし
て、最大3年間で意思決定に必要なデータを蓄積する。

判断
基準

生活ニーズ・
移動実態の把握

持続可能性

第１段階 事業の導入 第２段階 事業の浸透 第３段階 事業の定着

【実証運行の見直し】

地域との
協力体制

市民への周知

既存の交通への
影響

運行区域の変更
（運行エリア最適化・

乗降ポイントの増設検討）

【本格運行の実施判断】

計画における交通全体での
位置づけ

利用者・地域への浸透
需要に応じた運行方法

（割引制度・運行日数等）

利用者・地域への定着ਫ਼
઒
ඨ
৯

令和11年度～
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３. チョイソコこまえの概要
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狛江市内を対象としたデマンド型交通サービス

　 道路運送法第21条に基づく申請・許可を得て実証運行

実施期間　令和８年10月１日から令和９年３月31日まで

実証運行は、最長３年間まで延長の可能性（許可申請は１年間の予定）

運行エリア　小田急線を中心に、北部エリア(東野川・西野川)・南部エリア(猪方・駒井町・岩戸南)

    

運行事業者　株式会社グリーンキャブ

運行車両　ジャパンタクシー車両（定員３名）２台（予備車１台）　

　 車両が偏り予約が取れなくなることを防ぐため、各エリアに1台ずつ車両を運行

株式会社アイシンのチョイソコシステムを導入

鳥栖市HP- 鳥栖市予約型
乗合タクシー「チョイソ
コとす」

（イメージ）



４. デマンド交通実証運行の初期設定
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(1)運行時間

運行時間　原則午前９時から午後５時まで（８時間）

朝夕の通勤通学は、既存交通の利用が原則

運行日　　令和８年10月１日から令和９年３月31日まで(全日）

    　　　　　年末年始休業　令和８年12月26日(土)から令和９年１月11日(月・祝)まで

コールセンター　運行日の午前８時30分から午後５時まで

区 分 日 程 運行時間 台 数

①通常運行
令和８年10月１日(木)～
　　　　12月25日(金)

午前９時～午後５時 ２台

②年末年始休業
令和８年12月26日(土)～
令和９年１月11日(月・祝)

休　業 -

③通常運行
令和９年１月12日(火)～
　　　　３月31日(水)

午前９時～午後５時 ２台



(2)運賃
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運賃　”路線バスより高く、タクシーの初乗りよりも安い”

  1回あたり300円（小学生100円・未就学児無料）

エリア跨ぎ（乗り継ぎ移動）は２回分を徴収

支払方法　①予約時の事前決済(キャッシュレス)、

　　　　　　 ②乗車時の現金

　　　　　　 ③乗車時のキャッシュレス

運 賃 一般(12歳以上) 6歳以上12歳未満 6歳未満

エリア内移動 300円 100円 無料

エリア跨ぎの移動 600円 200円 無料

備　考 - -
同乗人数の制限なし

(定員３名まで乗車可)



(3)乗降ポイント
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乗降ポイント数　最大約130箇所

内こまバス停留所 17箇所（予定）利用

(今後の調整により減少の可能性あり)

エリア内の乗降ポイントの設置条件

　a 100メートル程度を基準に

　b ①公共施設＞②医療・福祉施設＞

　　③商業施設＞④住宅地　の優先順に設置

　 

エリア外にも鉄道駅・公共機関・大規模医

療機関等には乗降ポイントを設置

エリア間は、共通の乗降ポイント（狛江市

役所）で乗り継ぎ



(4)乗降ルール
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4種類の乗降ポイント
　 ①幹線沿いのポイント(オレンジ・赤)・
　 ②非幹線のポイント(青・緑)
    ③共通ポイント　狛江駅南口・喜多見駅
　　（紫）
    ④乗継ぎポイント　狛江市役所（黒）

乗降ルールの設定＝公共交通の利用者増
　 ①路線バス区間のデマンド交通の利用回避
 　②路線バス等への乗り継ぎの促進



(4)乗降ルール
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幹線沿いポイント同士の移動は不可(乗継ぐ場合も不可とする)　(オレンジ・赤・紫・黒）⇄ (オ
レンジ・赤・紫・黒)　

  
非幹線ポイント(青・緑)同士の移動、非幹線ポイント(青・緑)と共通ポイント (紫)・乗り継ぎ
ポイント（黒）の移動は可

幹線沿いポイント (オレンジ・赤)     ⇄ 非幹線ポイント(青・緑)の移動も可 
　　(乗継ぐ場合 青⇄（黒：乗継ぎ）⇄赤、緑⇄（黒：乗継ぎ）⇄オレンジも可)

（乗継） （共通）

青 〇 〇 〇 〇 乗〇 乗〇
オレンジ 〇 ✖ ✖ ✖ 乗✖ 乗〇

（共通） 紫 〇 ✖ ✖ ✖ ✖ 〇
（乗継） 黒 〇 ✖ ✖ ✖ ✖ 〇

赤 乗〇 乗✖ ✖ ✖ ✖ 〇
緑 乗〇 乗〇 〇 〇 〇 〇

（北部） （南部）

　　　　　　　降車地
　乗車地 青 オレンジ 黒 紫 赤 緑

（北部）

（南部）

≪凡 例≫
〇 移動可
✖ 移動不可
乗〇 乗り継いで移動可
乗✖ 乗り継いでも移動不可
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①

②

③ ④

⑤

〇具体的な乗降・乗り継ぎの事例


